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愛媛県下における糸状虫症の地域的駆除に関する研究
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愛媛県下のとくに西海岸地帯にフィラリア症の流行地

があることは，古く松下ら（1913）によって報告され，

また近年にも荒川ら (1955）及び瀬尾（1958）の三崎町

における調査成績が発表されている。

我々は試験研究費「糸状虫駆除研究班」の1958年度の

事業の一部として，また愛媛県衛生部の風土病対策研究

の一端として，本県下にまづ糸状虫駆除モデル部落を 2

カ所選定し，とれに対し流行状況の基礎調査を行い，さ

らに Diethylcarbamazine剤〈スパトニン，田辺製薬〉

の集団投与による保虫者の駆虫，一般環境衛生対策と
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文部省試験研究「糸状虫駆除研究班」報告第 2号，愛

媛県衛生部「糸状虫駆除報告」第 1号

Dieldrin製剤の残留噴暴を併用した媒介蚊駆除の両面

から作業をすすめたので，その成績をことに報告する。

Cの調査研究は1958年 6月に厚生省旧波防疫課長のあ

っせんで，波多野及び佐々が計画を打合せた上，同 8月

初めから現地作業を開始した。

対象地区は西宇和郡三崎町？と属するこ名沖と松の両部

落て，いずれも三崎半島の突端近くに位置する。前者は

海岸に面した良漁村て，人口1,304，戸数 305であり，後

者は山腹にあって農業を主とする人口 Q38，戸数 230の

部落てある。

糸状虫駆除の主要研究作業は次のような日程ですすめ

られた。

第 1回現地作業（ 8月4日～11日〉

8月4日 5日 二名津総員検血，基礎調査開始

8月6日 松総員検血

8月7日 二名津デイルドリン残留噴霧，両部落の

保虫者定量検血，投薬開始

8月9日 松デイルドリン残留噴鶏

第 2回 8月20日保虫者の投薬後の定量検血及び残留

噴霧効果観察

第 3回 10月16日保虫者の定量検血，イエバエの抵抗

性観察

第4回 12月20日保虫者の定量検血
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2. 定長検血：採血法は前者と同りであるが， ζれを

20cmmづっメランヂュールを用いて吸引し，それをス

ライド上に貨弊大にひろげた濃塗標本を l名につき 3個

づっ（計 60cmm）作製した。その染色標本については，

弱拡大て各滴の全標本面の Mf数を数えた。

3. スパトニン投薬法：投薬は Mf陽性者だけを対象

にした。第 1次は 8月7日開始， 0.05g入り錠剤を成人

2錠，中学生 l錠半，小学生 1錠（体重 1kgあたり凡そ

2 mg）の割て 1日1回6日間迎用，引っ三きその 2倍

韮を 1日l回5日間，計10日間て総量成人 1.5g，中学

生 1.125g，小学生o.75 g c約30mg/kg）をあたえた。

服薬者は名簿を作製し，毎晩仕事終了後に集会場に集

合し，責任者の立合いのもとにその場て内服することと

し，不参者には薬をと三げて内服させたので，規定量を

確実に服薬させることが出来た。

第 2次投薬は，第 1次が終了して 8月20日の再検血の

さい， Mfの検出された者20名に対し 1日l回4錠5日

間を同じ要領てあたえた。

第 3次は， 10月16日に再検血後，初めの陽性者全員に

対し Mf残存の有無にかかわらず4錠（ 4 mg/kg) 5日

聞の割て投薬した。

B.両部落における保虫者及び有症者の概況

三｜崎町につい‘ては，荒川らく1955）が三崎部落て、検五

数 760名中11例（1.45%）の Mf陽性者（スパトニン昼

間誘出法による〉，検診数 246名中14例の有症者〈陰嚢水

腫 8例，乳膜尿 7例〉を見出しているつ今回の作業対象

(1959）〕

保虫者対策

A.実施方法

木研究班が奄美大島て実施した方法に準じ，まず総員

検血を行ってミクロフイラリア〈以下 Mfと略〉の陽

性者を摘発し，それに血液 60cmmに対する Mf数の算

定を目的とした定量検血を行った後，スパトニンの集団

投薬を行って，あと凡そ 2カ月どとに定量検血を実施し

経過を観察した。検出された Mfはすべてパンクロフト

糸状虫であった。

1. 総員検血：両部落とも小学，校ないし集会場を利用

して夜間映画会を開いて部落全員の集合を求め， 21時よ

り24時の間に採血を行った。標本作製には，耳架を l/ 1 

注射針て刺して血液約 20cmmをしぼり出し，とれをス

ライド上に貨弊大にひろげた濃塗標本を 1名につき 2個

づっ（計約 40cmm）を作製した。とれらのスライドは

マヂックインキて番号をつけた上， 2枚づっ背中合せと

して，その間にマッチ棒〈叉はガラス片〉をはさんで桟の

ように積み重ね，凡そ50枚つ、つの東を紙粋創膏て、しばっ

て翌朝まで乾燥した。とれらは弁当箱を用いて東のまま

水に約 5牙間漬けて溶血した上て， pH6.8に緩衝液て

修正した清水てギムザ液を20倍に稀釈した染色液中に再

び束のまま移し， 1時間以，潰した後に?k洗乾燥し，検鏡

を行った。即ち，採血後世ちに束にしたスライドは，運

搬，乾燥，溶血，染色，水洗，乾燥の各操作をすべて束

のまま行うという能率よい方法を採用した。次に述べる

定量検血の標本も同じ方法て処理した。

I. 

昭和 34年 12月

第 1表愛媛県三崎町の糸状虫症調査成績（1958年 8月）

ミクロフィラロア陽性者及び有症者の年齢分布

（人口 938)
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て Mf陰性であった。

とれらの性別，年齢別牙布は第 1表に示す通りであ

る。なお，総人口に対する受検者の比率は二名津て95%

(1.237 /1,304 ），松ては87%(813 I 938）て，検査も

れは大部分出漁などによる不在者であった。

c.保虫者の服薬と Mf数の推移

第 2表は第1同定量検血のさいに Mf数の多かった者

の順にならべて，その後の定期検血における 60cmm血

液中の Mf数を表示したものである。

とれをみると， (1）投薬前には最高 176，平均27'.0・

であったものが， (2）スパトニン 2mg/kg 5日及び4

mg/kg 5日をあたえた後の第2回検血（投薬開始後13日

目〉ては最高21，平均3.43，平均残存率12.7% c投薬前

の平均 Mf数に対する投薬後の平均 Mf数の比率〉に低

下した。 c 3）さらに Mfの陽性であった20名に対して

4 mg/kg 5日の投薬を行い，初回投薬開始後59日後， rn
月16日の第3回検血て、は最高12，平均1.93, Mf残存率

7.1 %を示した。 (4）とこで， 2回の投薬を行っても

まだ Mfの残っている者があることと，第2回検血て陰

性であったのに第3回検血て再び Mfの見出された者が

2例あったことから，初めの陽性者全員に対し第8回検

血の成績のいかんにかかわらず， 4 mg/kg 5日間の投薬

を行って12月20日に第d回検血を行った成績では， Mf

数最高 9，平均1.36，残存率 5.0%を示している。

とれを陰転率でみると，第2回検血では 30名中 10例

(33.3%），第3回ては30名中15例（50.0%），第4聞では

25名中14例（56.0%）て、あった。

保虫者処置成績表
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10月 12月
16日 20日

第 2回第3回
投薬後投薬後

59日後 124日後

30 25 

15 14 

50.0% 56.0 

1. 93 1. 36 

12 9 

7.1% 5.0% 

30 

10 

33.3% 

3.43 

21 

12.7% 

32 

／ 

／ 

27.0 
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／ 

検血回次

第 1回投薬開始
後の経過日数

A 検査人数

B. 陰転者数

C. 陰転率

D. 平均 Mf数

E. 最高 Mf数

F. 平均残存率

日査検

1.36 1.93 3.43 27.0 平均

註； c.陰転率は B/A D.平均 Mf数は保虫者の

60cmm血液中の Mf数の合計を検査人数で

割ったもの， E.は保虫者中の最高の Mf数，

F.は投薬後の各回の平均 Mf数を投薬前の平
均 Mf数で、割ったもの

註： 4×5とは 4mg/kg, 5日間投薬の意味である

にした両部落のうち，二名津には乙れまで調査はない

が，松については，瀬尾 (1958）が 369名を検査して

Mf陽性者 4例（1.08%），有症者 7例（1.89%），両者併

せた感染者11例（2.98%）を見出した。

今回の検査においては，夜間21時～2』時の間に 2滴法

て行った検血により二名津ては 1,237名中 6例（0.48

%〉，松ては 813名中27例（3.3%うの Mf陽性者を見出

した。有症者は二名津にはなく，松ては15例〈脚象皮腫

2' 陰嚢水腫 7，乳腰尿 6）を認めた。有症者はすべ

( 40 ) 
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昭和 34年 12月 (1959）〕

以上の成績から，との集団投実方式によって， Mf陽

性者については4月後の検査で平均 Mf数において投薬

前の 5.0%に低下し， 56%の陰転率がえられたととにな

る。投薬呈は多い組 c3クールをうけたもの〉て総量70

mg/kg，少い組 c2クール〉て、50mg/kgであった。

D. スパトニンの効果と副作用

北村・片峰（1953），佐藤 (1953）に綜説されているよ

うに Diethylcarbamazineが多くの 糸状虫症に対し，少

くもミクロフィラリアの消失ないし減少と，熱発作など

の急性症状の治療及び予防に効果があることはすでに広

く認められていることである。今回の集団投薬にあたっ

ても，第2回以後の検血成績が示すように， Mf数の著

しい減少をみたが，必ずしも全例が陰転するとは限らず

また l回陰転したヰうのが，次回の検血て再び Mfを証明

した例もある。とれは，少くもとの投薬方式ては木剤の

効果にある限界があるととを示すと共に，さらに能率よ

い投葵方式を考案する必要を感ずる。との成績を別報の

奄美大島の 4部落における成績と比較すると，さらに将

来の研究方針に対して意義深いものとなろう。

本剤が糸状虫保有者に特異的に発現する副作用を示す

とともすでにま日られているが，今回の投薬においても，

第 1回投薬開始直後に第2表に示したように32名中 9例

が発熱，頭痛，倦怠感，リンパ腺腫脹など，いわゆる糸状虫

症の熱発作（草ふるい〉に相当する副作用を示した。こ

れは乳醸尿，象皮腫などをもっ慢性期患者にはみられず

活動期の糸状虫症患者に好発する傾向があって，今回も

Mf数の多い人に多発するととが経験された。

なお，第2回及び第3回の投薬にあたっては 1例もか

かる副作用を訴えた人がなく，また第1回の10日間のク

ールにおいても，初めの 2' 3日に限って発現し，以後

は投薬をつ三けるうちにすべて消失した。

II. 媒介蚊対策

A.実施方法

両部落について本症の主要媒介者であるアカイエカ，

及びその他の一般衛生害虫の発生環境及び発生状況の基

礎調査を行ったうえ，駆除対策としてはとくに Dieldrin

による全部落一関の屋内残留噴霧を実施してそれがとれ

ら衛生害虫の発生消長にどのような影響を及ぼすかを観

察した。

1. 蚊及びハエ類の発生状況の調査法：蚊に対しては

かつて佐々ら（H.147)が実施した動物誘引法を主として

採用した。即丸部落内の人家の中庭て山羊及び鶏をお

883' 

りに入れ，とれに 1人用の蚊｜限をかけ，日没前からその

一部をまくって蚊を侵入させ，翌朝日出前にとれを閉’

背，早朝その中に捕えられた蚊を吸虫管て捕集した。ハ

エに対しては，二名津部？？与の各組より 2軒づっ，計10軒

を抽出して，とれに長さ26cm, I~，高 18cm の標準ハエトリ

紙を 2枚づっ配り，一定個所に24時間放置して，乙れに

附着したハヱの種類と数をしらべる方法を主として採用

した。

2. 残留噴霧の実施法： 5 % Dieldrin手L剤を水て20

倍にうすめて0.25%乳液とし，とれを屋内の側壁lこ1平

方米あたり 40ccの割て撒布するととを規準とした。両

部落とも撒布は主として青年団員が牙担して実施し，と

れらの人々にはあらかじめ撒布法の講習を行った。各戸

ては，当日大掃除を行い，畳をあげ，屋内の器物は庭に

出して側壁の撒布を充牙に行うようにした。

二名津部落は戸数 305，とれに対し8月7日全戸撒布

を終了した。所要薬剤量は 5% Dieldrin乳剤 180kg 

(18kg入り10缶）， 1戸あたり原剤量として29.5g，価

格 1戸平均約 300円に相当した。

松部落は戸数 230，とれにも同じ要領て， 8月9日に

残留噴霧を実施し，総量 126kgc 7缶）， 1戸あたり原剤

28.8 gの割であった。

B.実施効果

1. 蚊に対して

a. 動物誘引法による採集成績：ニワトリ及び山羊を

用いて二名津て実施した結果は第4表に示す通りであ

る。即ち，残留噴霧前には 4種の蚊が合計して 1日にそ

れぞれ27,34, 62づっ採集されたが，実施直後の 2日間，

及び13日後， 70日後にはいづれも全く捕集されないよう

になった。

b. 人家内の採集成績：二名津及び松の患者及び保虫

者の出た家について，吸虫管を用い夜間屋内の蚊を採集

した。二名津ては残留噴霧前の 8月6日夜には 6軒の家

第 4表 Dieldrin残留噴霧前後の蚊採虫数

（三崎町 1958，山羊と鶏を併用した動物誘引法）

残留噴霧前 残留噴審後
蚊の種類 一一一一一一一

8月 6日 7日 8月 9日 20日 10月
5日 8日 16日

アカイエカ 15 7 4 0 0 0 0 

コガタアカイエカ 0 3 100  0 0 

オウクロヤブカ 12 22 57 0 0 0 0 

シナノ、マタゃラカ 0 2 0 0 0 0 0 

計 27 34 62 0 0 0 0 

( 41 ) 
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第 5表 Diedrin残留噴霧前後のノ、ェとり紙採集数（1958，三崎町二名津）
（各行の左側はイエバエ数，右側はその他のノ、ェ数を示す）
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区 No.

について，合計してアカイエカ12，コガタアカイエカム

オウクロヤブカ 2' トウゴワヤブカ lが採集されたが，

実施後の 8月 9日には 1匹も見出せなかった。松ては実

施前の 8月 7日に16軒において合計してアカイエカ 8'

コガタアカイエカ 6，オウクロヤブカ19, トウゴウヤブ

カ 3，シナハマダラカ I，計37を捕集したが，噴霧実施

後の 8月 9日夜にはやはり 1匹も採集しえなかった。

2. ハエ？と刻して

a. ハエとり紙による調査 ：観察は二名津部法て行い

前述したようにほ三全地区にわたる範囲て10軒の家をえ

らぴ，ハエとり紙を 2枚づっ設置して24時間の捕集数を

数えた。 ζれを，イエバエととの他のハエに分けて集計

したのが第5表である。

とれによれば，イエバエは残留噴霧実施前の 8月5

日， 6日の両日には合計して1,000以上捕集されたが，

実施後の 2日間は約 300及び 200に減少した。しかし，

約 2週間後の 8月20日には 700台に約8週間後の 9月

30日には再び1,000以上になり，約11週後の10月20日に

は撒布前の約 4倍にも増加した。しかし，その他のハエ

（主としてシヨワジヨウパエ〉については，残留噴霧実施

後11週間を経過しても著しい減少が長期間つ立いた。

b. 視察による調査 ：二名津部落内て一定個所に定刻

に何匹のハエがとまっているかを記録することにより，

ノ＼エ数の消長の一面をみようと試みたものである。成績

は第 6表に示す通りであるが，残留噴震直後は前項のハ

エとり紙採集てはかなりの数が記録されたのに，実際に

とまっているハエはほとんど見当らないのは注目に価

ナる。種類はすべてイエバエて、あった。
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第 6表

5 

残留噴霧前後のイエパエ発見数（毎回 13時）

4,736 1,137 151 。761 26 202 34 1,041 169 1,402 723 計
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まとめ

1. 我々は1958年8月より愛媛県三崎町の二名津，松

の両部落に対して，スパトニン集団投薬による糸状虫対

策と， Dieldrin残留噴霧などによる媒介蚊対策とを併

用して，バンクロフト糸状虫症の駆除効果を観察した。

2. 二名津は人口1,304，検血者数1,237のうちミクロ

フィラリア陽性者 6例（0.. 48%）を見出したが，有症者

はみられなかった。松部落は人口 938，検血者数 813,

陽性者27(3.3 %），有症者15て，二名津より濃厚な侵

淫を認めた。

3. スパトニンはミクロフイラリア陽性者のみを対象

として投薬した。第 1回は 8月 7日に開始し， 1日1団

体重 1kgに対し凡そ 2mgの割（0.05g入り錠剤を成

人に2錠中学生 1錠半，小学生 1錠うで 6日間， さら

にその倍監を 5日間，計io回， 10日間，総量約30mg/kg

（成人 30錠〉あたえた。投薬直前の 60cmm血中ミク

ロフィラリア数は32例の陽性者について最高 176，平均

27.0て、あったが，投薬完了直後の検血では被検者30名中

陰転者.10(33.3 %），陽性者の最高ミクロフィラリア数

21，平均3.43，平均残存率12.7%を示した。

( 42 ) 



昭和 34年 12月 (1959）〕

このうち，ミクロフィラリ アがし1ぜん陽性て、あった20

名のみに対し 1日1回4mg/kg, 5日間の投薬を行い，と

れが完了後の10月16日の第3回検血ては30名中最高12,

平均1.93，残存率 7.1%，陰転者15，陰転率50%を示し

た。

その後第1回検血のさいの陽性者全員に対し，第3回

検血成績のいかんにかかわらずー稗に 4mg/kg 5日間の

投薬を行った後，12月初日の検血ては25名中最高数 9,

平均1.36，残存率 5.0%，陰転者14(56.0%）を示した。

4. 媒介蚊対策としては両部落とも全戸の壁面に対し

0.25% c従前の規準濃度の半牙〉に稀釈した Dieldrin

乳剤の残留噴霧を実施した。 とれは蚊，ハエ類，ゴキブ

リ等の駆除に著効を示し，その大部分に対し長期に発生

を抑えたが，イエバエのみは 8週自の9月末にほ 三撒布

前の発生塁に恢復し，さ らに11週自には凡そ 4倍の数を

示した。

とれについては，イエバエが Dieldrin抵抗性を示し

た徴候はなく ，むしろ撒布薬量の不足による残効性の消

失及び天敵類の減少が主因であろうと推定された。

本研究に御指導，御協力をえた愛媛県衛生研究所西野

宏所長，八幡浜’保健所福住さと子，竹中貞子らの方々に

深謝する．
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Summary 

1. Field studies on the control of bancroftian 

五lariasisendemic in two villages at Misakicho, Ehime, 

( 43 ) 

885 

were proceeded by the two principal measures, mass、

treatments of microfilarial carriers with supatonin 

(diethylcarbamazine), and the vector mosquito control 

with dieldrin residual sprayings. 

2. The incidence of五lariacarriers was relatively 

low, 6 out of 1,237 (0.48%) at Futanatsu and 27 

out of 813 (3. 3%) at Matsu. 15 clinically manifest 

cases of chronic五lariasis(elephantiasis and chyluria) 

were detected from Matsu village. 

3. Supatonin was administered to the micro五laria

carriers by the dosis of 2 mg/kg body weight once a 

day for five days succeeded with 4 mg/kg a day for 

五vedays, with the total of 30 mg/kg in a period of・ 

ten days. The microfilarial counts of the carriers in 

60 cm blood were from 176 to 1, with the average 

of 27. 0 before the treatments. After administrations. 

of the drug, 10 out of 30 carriers became negative, 

and the microfilarial counts of dropped to 21 to Oト

with the average count of 3.43. 

4. Additional administrations of the drug were” 

made only to 19 carriers who ramained still positive 

after the initial dosis, by the system of 2 mg/kg once・ 

a day for 5 days. Examination of the 30 original 

carriers after the completion of the treatments showed 

the result that 15 became nagative, the average・ 

micro五larialcount being 1. 93 or 6. 7 % of the initial. 
The third administration by the same system as the 

second was applied after about three months of the 

initial treatments. Blood examinations made on 20・

December (about 18 weeks from the starting day of 

the treatments) showed that 15 out of 30 carriers 

became nagative, with the average count of 1. 93 

(6. 7%) of micro五lariain 60 cmm. 

5. Residual spray of dieldrin to the houses was 

made in the beginning of August by applying 0. 25% 

(half of the standard dilution) emulsion 40 cc square 

meter of the wall. Remarkable redictions of mo珂u-

itoes and flies were seen right after the spraying, 

and the mosquito collections with animal traps resulted 

in negative all through the summer. However, the 

population of house fly estimated with the fly-paper 

counts increased after about 1 month and attaineι 

to about 4 times of the original after 4 months. 




